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急激に変化する食品セクター
新型コロナウイルス（COVID-19）の大流行は、食品の安全性や供給そして
安全保障に関する重大な懸念を浮き彫りにしています。

アフリカ豚熱は、中国の豚肉生産量を2020年の第1四半期に前年同期比で29.1%減少させました
が 1、その影響により豚肉の供給が厳しくなり、代わりとなるタンパク源の調達につながったこと、
そしてこうした代替品が、標準的なガバナンスによる管理対象となっていないウェットマーケット
（生鮮市場）で購入されていたことが示唆されています。本レポートの作成時点ではウイルス
の起源はまだ確定していませんが、そうした調達の影響として、ヒトの新型コロナウイルス感
染症（COVID-19）を引き起こすことが判明している新種のコロナウイルスが広がったとさ
れています。

現在も多くの国がCOVID-19感染者数の増加への対処に追われており、この感染症は
すでに世界中で数百万人の人々の生命に影響を及ぼしています。直接的に影響を受け
た人という観点で、この感染症の影響がわずかだと言っても過言ではない国もある一
方、町や都市の住民が、目に見えない敵との戦闘状態にあり包囲されているように
感じている国もあります。

現在の状況がいつ終わりを迎えるのかは定かではありませんが、食品業界自体
や消費する食品に関連する消費者行動を含め世界が変化してしまうこと、そし
て多くの人々の日常生活や仕事に永続的な影響が及ぶことは確実です。

1：
https://www.reuters.com/article/us-china-economy-output-pork/china-
f i rst- quar ter-pork-output- fa l l s -29 -af ter-p ig -d isease -decimates -herd 
idUSKBN21Z0CK

本レポートで紹介する内容について弊社の専門家チームとの対
話を希望される場合は、次のURLをご参照ください：
www.lr.org/ja-jp/food-beverage-hospitality-services



COVID-19後の世界の食品業界  |  3

変化の促進におけるテクノロジーの役割
食品メーカーにとって、リアルタイムで問題を特定し、脅威や機
会を正確に予測するためにデータと分析を活用する能力は、危
機的状況下で生産を増やすことができるか、それとも生産施設
の停止に至るかを左右する重要な要素になると思われます。

サプライチェーンの強化
将来、危機管理計画は、世界の食品サプライチェーンの不可
欠な一部になるでしょう。そうした計画は、消費者の安全を
守るためだけでなく、食品サプライチェーン全体の従業員を
守り、ブランドの評判を守り、最終的には業界全体の企業の
存続を守る上で、きわめて重要な役割を果たします。

消費者の行動
ウォンツとニーズについての世界の消費者の理解は、これまで
にない、より明確なものとなっています。食事を計画し、食料品
の備蓄を維持することが、世界中の家庭でこれからますます重
要になっていくでしょう。

リスク軽減のための法規制と　　　　　　　
コンプライアンス
世界の食品業界では、過去15 年間の一貫性や食品安全性の
向上が損なわれないことを保証するために、一定のレベルの
リモート審査や検査の導入が必要になると思われます。世界
の各種食品安全規格やスキームのオーナーは、安全な食品の
消費者への提供における自身の適切性と役割を維持できる
ように、この変化の最前線に立つ必要があります。

弊社はキーテーマとして、次の4つの項目を考察しています。
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COVID-19後の世界の食品業界
安全で持続可能な形で調達される健康的な食品への消費者のアクセスを確保するにあたっての課題を、
さまざまな企業や組織が、LRQAに伝えています。

弊社の食品エキスパートが得た知見をここに紹介します。

業界の安全性を維持するには、
リモート審査などの代替的手法
を検討する必要があります。

データや知見を適切に用いて
将来の傾向や問題を予測する
ことで、違いを生み出すことが
できるでしょう。

現在の危機から明らかになったこ
との中には、一つの市場への過度
の依存の問題も含まれます。

消費者は、地域経済を支える役割
を果たそうとしており、地元で調
達された商品の購入を増やすこと
を選ぶようになるでしょう。

Jan Kranghand
フードセンターオブエクセレンス | LRQA

Chris Hammond
食品・飲料部門 マーケティング担当 グローバル責任者 | LRQA

Kimberly Coffin
サプライチェーンアシュアランス担当 グローバルテクニカルディレクター | LRQA

Stuart Kelly
食品・飲料部門 コマーシャル担当 グローバル責任者 | LRQA

専門家の知見、情報、アイディア

本書では、LRQAの業界専門家のチームがセクター全体に及ぶ食品会社との仕事から得た経験を説明し
ています。この困難な時代にビジネスのレジリエンスを確実に維持するために企業が次にとることができ
る行動について考えるための、指針・参考としてご活用ください。

本レポートの記事では、食品安全における現在のリスク、新たに生じた機会、そして過去数週間で起きた、
これからも続く進展について説明します。
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テクノロジーの役割

デジタルアシュアランス審査の採用

新型コロナウイルスの流行によって、食品サ
プライチェーンは以前よりも大きなリスクに
さらされており、さらに食品ビジネスに寄せ
られるプレッシャーも増大しています。

そしてプレッシャーが強まることは、さらに
リスクが高まることを意味します。

食品業界はこれまで長年にわたり、安全な
食品供給を保証すべく審査手法の一貫性と
審査の効果を高める努力を続けてきました
が、現在、このパンデミックを機会に、何が
業界にとって良いやり方なのかを問うこと
を余儀なくされています。

食品サプライチェーンの業務活動の継続的
コンプライアンスと、農場から食卓までの
食品安全管理を評価する環境としては、従
来型の現場での対面式審査が最適であるこ
とに議論の余地はありません。

その主たる理由は、食品安全審査が、真の
意味で五感をすべて働かせることにかかっ
ているからです。

しかしそれが不可能であるならば、業界の
安全性を維持するには、リモート審査など
の代替的手法を検討する必要があります。

離れた場所のデスクトップからであっても、
資格のある審査員が重要なエビデンス（例
えば、供給およびオペレーションのモニタリ
ング記録、製品の試験結果、スタッフトレー
ニングの状況、内部審査）の独立した評価
を行うことは、現場での食品安全審査の出
発点となる各種の活動とまったく変わりま
せん。

業界の安全性を維持するには、　　　　
リモート審査などの代替的手法を　　　
検討する必要があります
Kimberly Carey Coffin 
サプライチェーンアシュアランス担当 グローバルテクニカルディレクター | LRQA

一部の企業は、現場の状態や従業員の慣行
についての評価の質に懸念を持ち、リモー
ト審査に抵抗感を示しています。LRQAは、
農場そして工場でのライブストリームビデ
オ技術の使用において豊富な経験を有して
おり、幸いにも、前述のような懸念の多くは
現実には起きておらず、不適合の特定を含
む質の高い審査アウトカムを達成すること
に成功しています。

ある面においては、画像キャプチャを用いて
審査を受ける側と即座に対話することで、
優良な慣行と不適切な慣行の両方について
エビデンスが得られるため、審査のプロセ
スと最終報告はより優れたものとなってい
ます。食品生産現場へのリモートアクセス
も、 査察と調査を助ける強力なツールとな
ります。例えば、製品の初回生産に伴う真の
リスクや、複数の異なる場所の多様な原料
サプライヤーに関する保証が必要な場合の
リスクを特定することが、リモートアクセス
で可能になります。

新型コロナウイルス感染症の流行により、
CPO、大手メーカーそして小売業者にとっ
て、デジタルアシュアランステクノロジーを
どのように活用することで供給源に対する
信頼がいつでもどこからでも得られるよう
になるかを評価するための、パーフェクトな
プラットフォームが整いました。

テクノロジーが世界中で広範に利用できる
現状では、リモートまたはバーチャル方式
の審査は、「オンサイト」審査の新たな定
義に寄与する無数のオプションをもたらし
ます。

良い知らせとしては、Red Tractorや
Quality Meat Scotlandといった世界の
よく知られる一次生産規格の多くが、農園
レベルでのリモート審査の試行や展開へ
と既に素早く移行しており、さらに多くの
規格がこれに続くことが期待されます。

しかも、新たな才能ある技術者を獲得し
ようと苦労しているこの業界にとっては、
リモートまたはバーチャル審査技術の適
用は、テクノロジーに通じた次世代の食品
業界のプロに、退屈で時代遅れだと思わ
れてきた仕事を選んでもらうためのカギを
握るかもしれません。当然ながらこの世代
にとっては、コロナ禍で食品業界がこれま
でよりも広い範囲で採用したテクノロジー
は目新しいものではなく、すでに生活の一
部となっています。そうした彼らの「モバイ
ルファースト」の姿勢は、変化を推進する
新たな要素となるでしょう。

コロナ禍で、サプライチェーンに関する洞
察を得るためテクノロジーを採用した企
業は、将来この技術がどのような役割を
果たすべきかを問い始めており、このこと
は、食品安全面でのコンプライアンスに
関する介入における「次なる常態」の変化
のきっかけとなっています。
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データ主導型のサプライチェーン

新型コロナウイルス感染症が発生する以
前に、これに備えていた者は皆無でした。
多くの政府が国内全体でのロックダウン
に迅速に移行したことで、小売業者やメー
カーや農家は、文字どおり一夜にして、準
備のできていない状態で、需要の変動、人
員の削減、サプライチェーンの圧迫といっ
た力学の変化に対応することを余儀なくさ
れました。

COVID-19の大流行は、記録して解釈すべ
き多くの極端な事態を生み出しており、す
でに強力な分析ソフトウェアとモデリング
を使用している一部の企業は、この危機か
ら、将来の緊急時対応計画に役立てられる
貴重な情報を得ることができるでしょう。

緊急時対応計画は企業によって異なりま
すが、一つ確かなのは、高度なデータ収集
システムを備えた企業が、パンデミックの
サプライチェーンへの影響を分析して、将
来の変化に対応できるビジネスの実現を
助ける堅牢なレジリエンス計画を構築する
のに最適な立場にあるということです。

データが多くなれば、メリットもより多く
なります。農家、食品メーカー、運送業者、
小売業者が日常的に行っている活動に関
するデータと情報をリモートで収集する技
術は、すでに存在しています。そしてデー
タを正確に使用することで、食品安全管
理システムからサプライヤーの承認やス
タッフの教育・訓練に至るまで、あらゆる
ことの改善が可能になります。世界がデジ
タルソリューションへと移行することで、
COVID-19が収束したら紙ベースのシステ
ムやスプレッドシートは余分なものとなる
でしょう。

予測分析だけでなく、継続的なモニタリ
ングを用いると、技術スタッフチームの削
減、短期契約スタッフの増加、または新し
いサプライヤーの増加によって生じる可能
性のあるサプライチェーンの異常やリスク
に対し、警告を促すことができます。

機械学習、自然言語処理、CCTVモニタリ
ングは、これまで多くの業界で利用されて
きましたが、食品セクターでは今、これらの

技術がどのようにリスク軽減に貢献するか
を検討する必要があります。これらのシス
テムを、社内または社外のセクターの専門
知識と組み合わせて活用すれば、より深い
分析、より優れた洞察が可能になり、最終
的に企業が将来の問題を特定して対処し
ながら、情報に基づいた意思決定を行うの
に役立ちます。

多くの小売業者はすでに豊富なデータを
持っていましたが、オンライン配達の需要
や特定の商品の供給、さらに新規雇用ス
タッフの現場への適応や統合の早さにつ
いては、十分な予測を行うことができませ
んでした。将来同じような混乱が再び発生
した場合にすべての人のための安全な食
料を確保する準備を確実に整えるには、
どのように他社と協力して、データ収集方
法を研ぎ澄まし、インテリジェンスを共有
し、改善を推進するかがきわめて重要にな
ります。

データと知見の適切な活用による将来の傾向と問題の予測は、
危機的状況で中断のない生産ができるか、それとも生産停止に
至るかを左右する重要な手段となるでしょう。
Stuart Kelly
食品・飲料部門 コマーシャル担当グローバル責任者 | LRQA
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サプライチェーンの強化
事業継続と脆弱性の評価

食品サプライチェーン全体のほぼすべての組
織が、危機管理計画を設け脆弱性評価を行
いますが、現在の方針そして手続きでは、パ
ンデミックの結果として生じる事業継続なら
びに安全で質の高い食品供給に対する新た
なリスク要因に対処するための行動計画が含
まれなくなってしまうことは確実です。

新たなリスク要因 
1.  代替原料

信じがたいことですが、組織は、今日のグ
ローバルな供給ネットワークにおいて、一
部の国が設定している保護主義的な輸出
制限の影響を考える必要に迫られていま
す。あるいは、ウイルスの拡散を阻止する
ための国境管理措置により、新鮮な果物
や野菜の収穫や輸送が不可能になる場合
もあります。しかしこうしたことは、紛れも
なく私たちが直面している課題です。

また、代替的な供給源が減少し原材料の
不足が起こるにつれて、現在の供給源と
代替的な供給源の両方について脆弱性の
増加に対するリスク緩和戦略を定義し評
価することがこれまでになく重要になって
おり、そのことについても私たちは認識す
る必要があります。

2.  スタッフの不足 

消費者需要の増加と働き手の病気の両方
に起因する人員不足は、農場から小売店
に至るまで、食品産業に幅広く課題を突
き付けています。迅速に追加スタッフを採
用しようとする動きは、多くの人々に貴重
な雇用機会をもたらしてきましたが、スキ
ルアップやコンピテンシーに関連するリス
クはきわめて多く、またこうした動きが事
前にしっかりと計画されたものである可能
性は高くありません。 

適切な訓練がなければ、これまで食品産
業で働いたことのない新しいスタッフが、
安全な食品の生産において固有のリスク
を生じさせるおそれがあります。 

重要な機器のオペレーターの場合は、運
転管理の経験が何年かある人が務めてい
ることが多く、簡単に交代させることはで
きません。

残念ながら、工場の閉鎖に関する報道は
増えていますが、ウイルスが世界中に拡大
し続ける中で、多くの企業にとってはそれ
が唯一の選択肢だったのです。

組織がこうした損失に対し、どれだけう
まく適応してカバーできるかは、研修プロ
グラムと従業員の経験の深さに大きくか
かっています。

3.  外部サービス 

企業は、衛生的で清潔な生産環境を維持
するために、しばしば外部サービスを利
用する必要があります。すなわち、クリー
ニング、有害生物防除、メンテナンス、
そして実験室での試験などのサービスで
す。しかし、現場への訪問者を最小限に
抑えるか、政府の方針に従う必要がある
ため、企業はこれらの活動を社内で実行
するための内部能力と必要な人材を有し
ているかどうかを判断する必要がありま
す。

このことに関連したリスクを、企業はどの
ように管理しているのでしょうか?そして、
社内で行う能力がない場合、安全でない
可能性のある食品を製造するリスクが高
くなるのでしょうか ?

この世界的なパンデミックから食品サプライ
チェーン全体のすべての組織が学んだ多くの
教訓の結果として、しっかりとした危機管理
計画が、食品安全上のインシデントに起因す
る欠陥製品に関してコミュニケーションとコ
ントロールを管理する上で、単に実行すべき
計画にとどまらない重要な意味を持つことは
間違いないと言えます。

この視野の広がりは、消費者の安全を守るた
めだけでなく、従業員、食料供給、そして最
終的にはブランドと事業の存続を守るために
も欠かせないものです。

危機管理計画 
安全でない食品の供給を制御
するために商品回収時や自然
災害発生時に必要となる、各種
の対処行動。

脆弱性評価 
すり替え、虚偽表示、希釈また
は偽造（食品偽装）を防止する
ための、現在の原料供給源に関
するリスク軽減戦略の明確な
設定につながる評価。
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現在の危機から明らかになったことの中には、一つの市場への過度
の依存の問題も含まれます。この依存により、一部の乳製品加工業
者では、ホスピタリティセクターが門戸を閉ざしたことで一次生産者
に牛乳の廃棄を余儀なくさせるケースも発生しています。
Jan Kranghand
フードセンターオブエクセレンス | LRQA

大規模農場と小規模農場

生鮮食品の生産者は、穀物が収穫できる
状態であるのに、移動制限が原因で労働
力を利用できないという問題に悩まされて
きました。

温室効果ガスの排出量増加の責任は全面
的に農業にあると長い間嘆いてきた農業
批判者たちが沈黙していることも注目に値
します。

こうした批判があるにも関わらず、農業セ
クターが操業を続けている間に、航空機
や列車や道路での移動が停止されたこと
によって地球規模の汚染が大幅に減少し
ています。このことを、農業セクターが環
境に優しい業界としての実績を宣伝する機
会であると見る向きもあります。

農場経営に関して言えば、大規模の工場型
農場も小規模生産農場も、COVID-19の結
果としてさまざまな機会を見出すと同時に
多くの課題に直面してきました。そしてどち
らのビジネスモデルも、現在および将来の
課題を克服する方法について、重要な教訓
を得ることができました。 
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農業の最前線で起きていること
コロナ禍において、余った牛乳が農場の
排水口を流れていく光景は、正視しがたい
ものでした。この牛乳の生産のために費
やされる膨大な量の配慮や努力やコスト
を誰もが理解し認めています。酪農家は、
生産物の100%をサプライヤー1社に供給
する契約を結んでいることが少なくありま
せんが、新型コロナウイルス感染症の流行
後は、農家が将来の危機を生き延びるた
め、選択肢を多様化してオープンにしてお

くことでレジリエンスの構築を目指すよう
になったことで、この種の契約にはプレッ
シャーがかかるかもしれません。牛乳の未
来は、穀物市場とも響きあうところがありま
す。穀物セクターでは生産物の60%につい
て契約を結び、残りは最高入札者に販売し
ています。

この危機を通じて明らかになったのは、以
前は達成不可能と思われていた各種の関係

がうまく機能することが、今や証明され
ているということです。

ただし、それを継続させる方法を見つけ
るのは簡単ではありません。ニューヨー
ク州では、酪農家が余った牛乳を市の困
窮者に無料で提供しています。これは危
機が生み出した関係ですが、果たして以
前の日常が戻ってきた後も続けられるの
でしょうか? 

大規模農場と小規模農場、それぞれの機会
COVID-19の流行のような危機は、小規
模生産者に対して、より強い圧力になると
いう認識がありますが、必ずしもそうなる
とは限りません。小規模農家は、大規模農
家よりも早く新たな収入源に手を伸ばす
ことができます。地元における収益の流れ
を活用することもでき、そして消費者は、
地元の農家から商品を購入するという喜
びを感じられます。

サプライチェーンの環境への影響に対す
る消費者の意識は高まっていますが、小
規模農家は、効果的で環境への影響の少
ないソリューションを提供することができ
ます。 

農業協同組合も引き続き、農業水準を引き
上げ維持する役割を果たします。タイでは、
数頭の牛を飼っている個々の畜産農家が力
を合わせることで、何千頭もの牛の群れを
抱えています。小規模農家が行う畜産は概
して優れたものですが、市場へのアクセスと
品質保証はこれまで貧弱でした。

しかし農家同士が協力することで、嫌気性
消化装置を共同出資によって購入し、市場
が要求する認証基準を満たして畜産活動に
よる環境負荷を低減することに成功してい
ます。

一方、より大規模な農場には、評判を高め
る優れた機会があります。一部の運動家に
よる長年にわたるネガティブキャンペーン
を受けた後、大規模農場は、安全で規制に
適合し環境に優しい方法で食料安全保障
の維持において重要な役割の担い手とし
て、その価値を証明してきました。

リモートソリューションは、メーカーと消費
者が求める品質を向上させ、世界中で保証
を提供する手段となります。 

リモート審査を採用することで、世界中の
専門家を同じプラットフォームに接続し、
審査中に膨大なレベルの知識と理解を結
集することが可能になります。

リモート審査の採用は、必要性によって
加速しています。この審査方式は業界に対
し、農場を4時間歩き回ることが、必ずしも
最も効率的な時間の使い方ではないこと
を示しました。オンラインで文書を事前に
提出すれば、審査員は、データにおけるパ
ターンを探すことができます。それから現
地に行ったときに、そうしたターゲット領域
をより詳しく調べることが可能です。 

重要な教訓

危機は必ずそれに対する対応を生み出しま
すが、COVID-19も例外ではありません。
例えば、英国の多くの農家にとっては、過
去に大量発生した家畜の病気は、今も真実
として心に残っています。そうした体験は
私たちに、いったん立ち止まって、問いかけ
を行い、より解決策に集中するように強く
促します。

将来的には、リモート審査の採用が増える
だけでなく、サプライチェーン全体の透明
性を高めるために、コラボレーション、モニ
タリング、ベンチマーキング、そしてビッグ
データの共有が増加すると思われます。こ
うしたすべての進展は、この業界が世界的
な需要の変化に対応して行っている倫理
面、環境面、福祉面での改善の証拠となる
でしょう。
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消費者の行動

消費者を飢えさせない食の提供

先進国のいたるところで、COVID-19のパ
ンデミックによる混乱の最初の兆候は、小
麦粉、パスタ、缶詰、冷凍野菜などの必需
品のパニック買いと買いだめとして現れま
した。こうした買い占めは合理的な行動で
はありませんが、その背景には、世界的な
不確実性の中で、生きるための基本的必需
品を自分でコントロールしたいという消費
者の欲求がありました。

小売業者はその間ずっと、自分たちのサプ
ライチェーンが状況に確実に対応できると
連日訴えていましたが、空っぽの棚やオン
ラインショッピングの配達の遅れが証明し

たのは、業者が消費者の空腹を満たすこと
ができず、前例のない需要の悪循環が数週
間も続いたことでした。

とはいえ、食品サプライチェーンがきわめ
て効率的で費用効果に優れたものになっ
ていたことが、こうした店頭での品不足に
よって明らかになったという事実は認める
必要があります。

小売業者は、ジャストインタイムの生産と
納品を求めるサプライヤー契約を最適化
し、あらゆる消費者の要望に応える膨大な
数の在庫保管単位（SKU）と商品を提供し

ています。店舗の在庫レベルは、現場での
保管能力が限られているものの、日々の売
上傾向と密接に関連しています。これはす
べて優れた商習慣で、消費者を満足させ価
格を抑えるために不可欠であり、買い物客
も定期的に再来店するようになりますが、
しかし、新型コロナウイルス感染症の大流
行のような前例のない混乱の時期において
は、消費者信頼感に対して、ほとんど予期
していなかった影響がありました。
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消費者行動にどのような持続的な影響があり、
そして、こうした変化に対応するには、小売業
者とそのサプライチェーンをどのように適応さ
せる必要があるのでしょうか?
Kimberly Carey Coffin
サプライチェーンアシュアランス担当 グローバルテクニカルディレクター | LRQA

そこで、次の問いを考える必要があります。

1. 必需品の購入

店に行ってすぐに調理済みの食事や夕食
の材料を手に入れることはもはや安全な
選択肢ではなく、多くの消費者が将来的
には、食事を計画し食料品の備蓄を維持
する生活へと移行するでしょう。

また、何が食品棚に必要な必需品かとい
う点についても、消費者は理解を深めて
いくでしょう。

パン、肉、果物、野菜などの新鮮で腐敗
しやすい食品は、より地元の供給源から
調達されるようになりますし、また消費
者は、小さな地元のパン屋や肉屋または
ファーマーズマーケットで買う方がより
安全であると感じ、食品廃棄物の管理に
ついても意識を強めているため、購入す
る量も少なくなると思われます。

2. 選択肢の減少

生産ラインでの商品構成に多様性が必要
かどうかを小売業者が見直し、その結果、
工場レベルでの生産計画やスケジュール
から、倉庫業務や店舗内の商品構成に至
るまで最適化が行われると弊社は予測し
ています。

オプションが少なくなることは、残りの商
品のオンサイトでの保管量が増加するこ
とを意味し、需要に応じて継続的な商品補
充をより効果的に行えるようになると思わ
れます。

この変化のマイナス面としては、消費者が
地元のスーパーマーケットで買えると期待
するようになった多種多様でニッチな商品
が、COVID-19のパンデミックの収束後
の余波を受けて棚から姿を消す可能性が
あります。

3. 在庫管理の敏捷性

大規模流通センターを通じての製造業者や
小売業者の在庫管理による「ジャストインタ
イム」供給が生み出す効率性は、予想され
る世界的な景気後退期におけるコスト管理
のために、さらに重要性を増すと思われま
す。

店舗経由であれオンラインであれ、集中
型の流通業務から消費者に商品を届け
る方法の改善は、小売業者にとって焦点
となるでしょう。なぜなら、消費者のパ
ニック買いでシステムが破綻したのは、
まさにこの部分だからです。

在庫を消費者により近いところで維持する
方法については、例えば必需品のための小
規模なサテライト供給施設を増やしたり、
集荷／配達量に対応するための人員やテク
ノロジーを増強したりするなど、大幅な再
考が必要であり、サプライチェーンのこの
部分における敏捷性が、これまでにないほ
ど必要とされています。
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消費者を飢えさせないための食の提供の中
心になるのは、食料安全保障の確保です。
COVID-19のパンデミックは、このことが開
発途上国だけの問題ではないということを
実証しました。アメリカ、イギリス、オーストラ
リアの最も進んだサプライチェーンでさえ
も、消費者が基本的な食料ニーズを自らコ
ントロールする必要に迫られたことで需要と

COVID-19の流行下での
消費者行動の変化を読み解く

供給の微妙なバランスが崩れた結果、混乱に
陥ったからです。

将来への備えとしては、消費者の行動（ウォン
ツ対ニーズ）両方に応じた変化に加えて、小売
業者の適応能力を高めることが必要です。

出典: Shopkick

COVID-19 のパンデミックの時代においてアメリカ人は、
安全と健康を維持するために必要なことは何でもしており、
買い物のやり方の変化もその一つです。

Shopkick は最近、ブランドや小売業者がこうした行動の
変化を理解する上で参考となる、25,000 人の消費者を対
象とした調査を行いました。

76% 
of consumers are adjusting 
their shopping habits due to 
the coronavirus pandemic

の消費者が、
新型コロナウイルスの
パンデミックを理由
に買い物習慣を調整

しています。
76%

60%
の消費者が、店舗での
買い物に不安を感じ

ています。

72%
の消費者が、店舗を訪
れる回数が増えている

と答えています。
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法規制とコンプライアンス

一次生産基準の強化について

食品安全とサプライチェーンの健全性は、
家畜の飼料から福祉状況そして収穫に及
ぶ農場レベルから始まっています。すなわ
ちあらゆる要素が関わる問題です。それに
もかかわらず、多くの国で、農業は依然とし
てサプライチェーンの中で最も弱い部分と
なっており、規制は限定的で、買い手と消
費者が安心できる標準化された、認められ
る認証制度が存在しないことも少なくあり
ません。

このことはCOVID-19以前からの問題で
したが、野生獣肉市場およびウェットマー
ケット（生鮮市場）とアウトブレイクとのつ
ながりが示唆されている現状で、サプライ
チェーンの初期の段階にどのように取り組
み強化するのが最善かという問題に関心
が集まるのは当然のことでしょう。 

農場保証に関する典型的な国家基準を先
進国はそれぞれ設けていますが、このセク
ターの性質などの理由から、真にグローバ
ルな一次生産基準はほとんど存在していま
せん。しかし、グローバル基準が完璧では
ないからといって、業界が危機から学んだ
ことを活かして今すぐ行動し、可能な部分
で強化を図るべきであることに変わりはあ
りません。

比較的規模が大きく近代化された農場が
ある一部地域では、国際食品安全イニシア
チブ（GFSI）と足並みを揃えた既存の基準
を用いることが可能です。しかし、こうした
基準に照らして評価を行うのはコストがか
かり、そうした精査に慣れておらず可処分
所得がほとんどない多くの農業従事者に
とっては、そのようなやり方は行き過ぎた
ものとなる可能性が高いのです。

同様に、非常に優れた国家基準を異なる地
域で導入することは、考え方や農法や解釈
の違いを考慮すると、現実的ではないと思
われます。 

一次生産基準を真の意味で強化するに
は、企業や組織がローカルレベルで取り組
み、共通理解や共通基準の推進を図る必
要があります。 

それでは、農場レベルで浮上している地域
の食品安全上の真の問題とは何でしょう
か?そして動物福祉はどのように管理され
ているのでしょうか?家畜の輸送や屠殺作
業の、より人道的かつ衛生的な管理は可能
なのでしょうか?

各国・地域にはそれぞれ対処すべき問題が
あり、COVID-19によって浮き彫りになっ
た課題の多くは、発展途上国だけのもので
はなく、欧米の農場も同様に見舞われるこ
とがある課題です。

近年アジアでは、企業が基準の引き上げに
おいて優れた結果を残しており、適切なプ
ロセスとアプローチがあれば、食品の安全
性とサプライチェーンの健全性の効果的か
つ永続的な向上が可能であることが判明
しています。

現地固有の問題が特定されたら、次に必
要になるのがエンゲージメントのプロセス
です。具体的には、どのように変化を取り
入れるかを示し、変化が重要である理由を
農家に伝え、継続的に監視できる実践的な
手段でその変化をサポートする必要があり
ます。

要求される変化のメリットを理解すれ
ば、農家や小規模な食品企業は変化を快
く受け入れるでしょう。基準が不足してい
るところで食品安全基準を真に強化する
ためには、こうした協力的で指導的なア
プローチを実行する必要があります。

協力を強化し、実際的な変化を受け入
れ、そして適用可能な場合には特定の基
準を採用することによって、より高い水
準の食品安全性と動物福祉を達成できる
と私たちは確信しています。そうすること
で信頼が構築され、農家と買い手の間の
さらなる協力が促進されますし、結果的
に、自分が消費する食品が期待する基準
に適合していることを確信したいすべて
の人の利益につながります。
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ホスピタリティ業界における安全性の強化

COVID-19への対応として、世界各国の政
府が店内での飲食サービスを禁止しました
が、食事が必須サービスであるとの認識か
ら、テイクアウトやカーブサイドピックアッ
プ式およびオンデマンド式の配達サービ
スによって、ホスピタリティ業界がコミュニ
ティに食事を引き続き提供することが認め
られました。

ビジネスを続ける上で「悪くない」方法であ
るとはいえ、伝統的な飲食店の営業から代
替サービス形式への移行を通じて多くの業
者が理解したのは、これは単にテイクアウト
用容器に入った食品を店の外に運ぶだけで
は済まない仕事なのだということでした。 

以下に、考慮すべきポイントを挙げます。 

•  温度管理とコンプライアンスのモニタリング 

 ほとんどのホスピタリティ企業は、この
点を十分に管理し、規制要件に対するコ
ンプライアンスを積極的にモニタリング
しています。 

 ただし、多くの場合手作業で行われてい
るこうしたコントロールが、大量の処理
能力が求められるプレッシャーの下で最
小限の人員で行われる場合にどの程度
うまく機能するのか、あるいは、コント
ロールの対象が、受け取り／配達待ちの
調理済み（RTE）食品の包装や保持にま
で拡張されているのかどうかについては
議論の余地があります。 

COVID-19後の世界においては、温度
に関連するすべての重要な食品安全パ
ラメータのリアルタイムでの捕捉と警告
を可能にするデジタル食品安全システム
が必要不可欠となるでしょう。

食事が必須サービスであるとの認識から、
ホスピタリティセクターによる食事の提供
が認められました。
Kimberly Carey Coffin 
サプライチェーンアシュアランス担当 グローバルテクニカルディレクター | LRQA

•  メニュー／レシピの厳守

 原材料の入手しにくさや需要の多さによっ
て、メニューに表示される料理からの代
替や変更が必要になる場合もあります。
店内で食事を提供する場合は、接客係が
いることで対応は容易ですが、オンライン
メニューと電話での注文に頼るテイクアウ
ト環境では、スタッフに確実に情報を伝え
て、アレルギーや不耐性を持つ客のための
レシピの変更／代替の重要性を理解しても
らうことが不可欠です。

 これまでとは異なる方式で営業する場合に
は、アレルギー原因物質の交差汚染のリス
クを制御する必要があります。これには、
スタッフの削減、必要なソーシャルディスタ
ンスの確保、注文と食事の受け取りの代替
的手法、通常とは若干異なるメニューなど
が該当します。

•  適切な衛生慣行の遵守 

 スタッフの取り扱いによる汚染を防ぐに
は、RTE食品の調理と提供の際の頻繁で
適切な手洗い、そしてすべての表面の定期
的なクリーニングと消毒が基本であること
が知られています。新型コロナウイルス禍
において食品セクターは、持ち帰り食品の
安全性を顧客に納得してもらえるように、

前述の基本対策を拡張し、スタッフの健康
チェックと感染拡大リスク軽減策を取り入
れる必要があることを理解するようになっ
ています。

•  オンデマンド配達における運転者の健康、
衛生、ウェルネス 

 米国と英国におけるオンデマンドのデリバ
リーサービスの増加は、消費者の食生活を
維持する上でギグエコノミーが重要な役割
を果たしていることを確かに示しています
が、ただしこれらのサービスも工夫を加え
た上で提供されています。 

 「非接触デリバリー」 プロトコルの導入、
手指消毒用品の提供、そしてデリバリー従
事者の健康状態の告知が示すように、安全
な食品取り扱いと感染拡大の軽減につい
ての安心感を顧客に提供できるように、コ
ントロールが強化されているのです。 

 こうしたコントロールは一時的なものでは
ありません。これらはニューノーマル（新常
態）であり、こうしたプラットフォームを管
理するサービス提供者は、契約する「従業
員」 が迅速な提供だけでなく、安全性も
確保する能力があることを保証する必要が
あるのです。
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食費の増加と地元での消費

消費者は、地域経済を支える役割を果たそうとしており、地元で
調達された商品の購入を増やすことを選ぶようになるでしょう。
Chris Hammond
食品・飲料部門 マーケティング担当グローバル責任者 | LRQA

ロックダウンを実施する多くの国では、消
費者にとって、地元のスーパーに行くこ
とが、数週間の生活の中での唯一の屋外
体験となります。しかしこうした買い物も、
これまでどおりの体験とは異なっていまし
た。買い物客は、在庫の減少、生鮮食品や
肉の選択肢の減少、入店待ちの行列、終
始求められるソーシャルディスタンシング
を経験しており、その一方で勤勉なスタッ
フたちが、表面のコンスタントなクリー
ニングと棚の補充が確実に行われるよう、
懸命に働いています。この状況は、広告や
プロモーションでは再現されそうにない
ショッピング体験です。

外出制限がより限定的な多くの国では、
買い物客は、COVID-19の流行下で地域
社会と暮らしをサポートする手段として、
地元の生産者や小規模の食料品店、精肉
店、惣菜店を積極的に利用してきました。

今後は小売業者が、全国的または国際的
なブランドよりもおそらく地域のブランド
としての役割を果たしながら、これまでよ
りもはるかに短いサプライチェーンを採用
することで、より目に見える形でこうした
地域へのフォーカスに応える責任を負う

ことになるでしょう。

このことは、小売業者が、地域経済をより
強力にサポートする役割を果たすべきだと
いう期待に応えることを可能にするだけで
なく、より遠くにあり、場合によってはより
信頼性の低いグローバルサプライチェーン
への依存を減らすことにつながります。

小売業者が提供する商品の見直しさらに
は削減を行うことは間違いありませんが、
より地元に焦点を当てることを選ぶ業者
は、機会を見出すことになると思われます。

ただし最大の問題は、どのような商品を選
ぶかではなく、コストにあります。

今日、先進国では、食費が手取り賃金に占
める割合が過去最低となっています。世界
経済フォーラムの推計によると、英国では
8.2%、オーストラリアでは9.8%、アメリカ
では平均6.4%にすぎないのです。

発展途上国の多くは、30%以上を食料に
費やしています。この数字を高いと感じる
人も少なくないでしょうが、先進国の多く
ではこの割合は、ほんの50年前には一般
的だったのです。

私たちはあまりにも長い間、自分たちの食
に対しあまりにも少ない代価しか支払って
おらず、その連鎖的な影響として、農家や食
品メーカーは、必要とする方法でサプライ
チェーンを強化するための本格的な投資を
行うだけの十分な収入を生み出せなくなっ
ていました。 

COVID-19は、生産効率、物流および食品の
健全性における欠陥を、非常にはっきりと浮き
彫りにしました。これらの欠陥は、消費者がこ
の問題に対処するための自らの役割を果たさ
ない限り、今後も解消されないと思われます。

はたして良心的な消費者は、より安全で、倫理
的に調達され、持続可能で栄養価の高い食品
に対する出費の割合を、これまでよりも増やす
べきなのでしょうか?「可能であればそうすべき
だ」というのがこの問いへの答えです。

そうした出費の増加がたとえわずかだとしても、
食品業界が生産需要の増加にしっかりと対応
し、同時にコミュニティ内により多くの雇用と
経済的機会を確実に提供するための助けとな
ります。  
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まとめ

イギリスでは、人気のレストランチェーン
であるカルルッチョスとチキートが共に、
政府がソーシャルディスタンスおよびロッ
クダウンのイニシアチブを開始してから
早い時期に破産申請しており、これに加え
て、数千もの小規模なパブや飲食店が、
客足が途絶えた状況で不確かな未来に直
面しています。欧州の他の地域も状況は
同様であり、政府が、営業を制限し人の
動きを減らそうとする中で、企業や店舗
は規模の大小を問わず苦戦しています。
ロックダウンによって400万人ものレスト
ラン従業員がほぼ瞬時に余剰人員となっ
た可能性があるという米国からの警告
も、状況の厳しさを示しています2。

コロナ禍によって多くの食品企業が混乱
し、廃業に追い込まれる企業も出てきま
したが、その一方で、レストランやパブの
ブランドが 「アマゾン化」 されたことも
あり、逆境の中で機会を見つけることが
できた企業は、革新を起こし、変化に迅
速に対応することに成功しています。

加えて、パンデミックの状況下で安全な食
料と生活必需品の継続的な供給を確実に
行うために、コミュニティでのイニシアチ
ブを開始またはこれに参加した企業の注
目すべき事例も見られます。

LRQAの食品エキスパートは、食品の安
全性とサプライチェーンの持続可能性の
重要性は今後も高まる一方だと考えてい
ます。新型コロナウイルスの流行以前か
ら、消費者はレストラン、小売業者、製造
業者、農家にそれまで以上のことを要求
しており、この傾向は引き続き強まってい
くでしょう。

食品や商品をめぐる消費者行動に関して
言えば、COVID-19は私たちの購買行動
に長期的な変化をもたらすのでしょうか?
この分野においてはすでに、「責任ある消
費」、すなわち、私たちが購入する製品や
食べる食品に関して、より持続可能な形で
焦点を絞った選択を行うような消費が増
えていることが話題に上っています。これ
がどれ程のトレンドになるかは、ある程度
時間が経たないとわかりません。

幸いなことに、何週間も何ヵ月も隔離さ
れている人々にとって、以前のような経済
活動が再開した時に、家やレストランでの
友人や家族との食事が優先事項となるこ
とは間違いありません。このことを念頭に
置いて考えると、食品セクターは全体とし
て他のセクターよりも早く回復し、経済を
活性化して雇用の創出に貢献するチャン
スがあると思われます。

COVID-19が世界の食品サプライチェーンに多大な影響を与えており、世界中
の小売セクターとホスピタリティセクターに深刻な問題を引き起こしていると
いう事実から逃れることはできません。

2：
https://www.cbsnews.com/news/restaurant-lay offs-coronavirus-risk-millions/
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